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い
い
や
ま
菜
の
花
ま
つ
り
が
開

幕
し
た
５
月
３
日
、
飯
山
市
菜

の
花
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
お
い

て
、
か
ね
て
連
携
を
深
め
て
い
た
、

飯
山
市
と
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
㈱
長
野
支
社
と
の
「
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
連
携
協
定
」

の
締
結
式
が
、
足
立
市
長
と
同
社

粟
森
昌
哉
支
社
長
が
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
式
で
足
立
市
長
は
、「
こ

れ
ま
で
も
花
フ
ェ
ス
タ
等
で
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
た
著
名
な
大

企
業
で
あ
る
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
様

に
、
飯
山
市
が
取
り
組
む
ま
ち
づ

く
り
を
応
援
い
た
だ
く
こ
と
と
な

ま
し
た
。
我
々
に
無
い
力
を
お
借

り
し
て
飯
山
市
を
素
晴
ら
し
い
地

域
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
同
社
粟
森
支
社

長
は
、「
今
回
の
よ
う
な
行
政
と

の
連
携
は
、
お
そ
ら
く
全
国
で
も

初
め
て
の
こ
と
で
、
今
後
も
「
飯

山
を
楽
し
も
う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
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５
月
３
日
か
ら
５
日
の
菜
の
花

ま
つ
り
期
間
中
は
、
時
折
小
雨
の

降
る
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
県
内

外
か
ら
訪
れ
た
２
万
１
千
人
も
の

皆
さ
ん
は
、
朧
月
夜
音
楽
祭
や
餅

つ
き
大
会
な
ど
菜
の
花
ま
つ
り
恒

例
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
と
と
も

に
、
菜
の
花
公
園
か
ら
の
美
し
い

眺
望
を
、
し
ば
し
立
ち
止
ま
っ
て
、

あ
る
い
は
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
の
連
休
中
に
は
、

第
13
回
戸
狩
温
泉
春
ま
つ
り
「
ふ

れ
あ
い
ア
ー
ト
展
」
が
戸
狩
温
泉

民
宿
街
で
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
第

９
回
菜
の
花
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

も
長
峰
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、
訪

れ
た
多
く
の
皆
さ
ん
は
、
春
本
番

を
迎
え
た
飯
山
市
を
思
い
思
い
に

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

飯
山
市
と
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
㈱
長
野
支
社

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
連
携
協
定
締
結

に
飯
山
市
の
ま
ち
づ
く
り
等
に
協

力
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
両
者
が
相
互
連

携
と
協
働
に
よ
り
事
業
展
開
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
飯
山
市

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
締
結
さ
れ
た
も
の
で
、
今
後

花
の
修
景
、
観
光
振
興
、
食
の
振

興
な
ど
に
つ
い
て
、
共
同
で
事
業

を
展
開
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

い
い
や
ま
菜
の
花
ま
つ
り

北
信
濃
飯
山
の
春

２
週
間
遅
れ
の
雪
解
け
を
挽
回
し
、
見
事
に
開
花

　

平
成
18
年
以
来
の
豪
雪
に
見

舞
わ
れ
た
今
年
。
４
月
も
中
旬
に

に
な
る
と
気
温
も
上
が
り
始
め
、

山
や
里
の
残
雪
も
急
激
に
消
え
始

め
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
４
月
27
日
朝
、
戸
狩
温

泉
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
付
近
に
お

い
て
、
地
滑
り
発
生
の
一
報
が
地

元
区
長
さ
ん
か
ら
も
た
ら
さ
れ
ま

し
た
。
現
地
は
幅
約
50
ｍ
、
長
さ

約
３
０
０
ｍ
に
渡
り
土
砂
が
流
出

し
、
茶
色
い
山
肌
が
あ
ら
わ
と
な

り
ま
し
た
。
幸
い
地
滑
り
の
現
場

は
、
民
家
か
ら
１
㌔
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
離
れ
た
場
所
の
た
め
直
接
的
な

被
害
は
無
く
、
流
れ
出
し
た
土
砂

も
安
定
し
て
い
ま
す
が
、
県
で
は

二
次
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
の
無

い
よ
う
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

太
田
地
区
の
地
滑
り
が
小
康

状
態
と
な
っ
た
４
月
29
日
、
飯
山

地
区
分
道
集
落
付
近
、
県
道
飯

山
斑
尾
新
井
線
の
山
側
斜
面
が

地
滑
り
を
始
め
、
道
路
片
側
が
破

損
し
た
た
め
、
同
日
午
前
10
時
に

全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
同
現
場
の
地
滑
り
は

少
し
ず
つ
動
き
続
け
、
30
日
未
明

に
は
、
つ
づ
ら
折
れ
道
路
の
上
段

を
崩
し
、
下
段
の
道
路
に
達
し
ま

し
た
。
幸
い
に
も
周
辺
集
落
や
道

路
通
行
者
へ
の
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
斑
尾
・
分
道
地
区

等
の
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
た

め
、
観
光
産
業
や
通
勤
通
学
な
ど

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

県
で
は
、
被
害
発
生
後
直
ち
に

復
旧
作
業
に
着
手
し
、
分
道
集
落

か
ら
斑
尾
に
抜
け
る
迂
回
路
を
早

期
に
確
保
し
た
も
の
の
、
被
害
規

模
が
大
き
く
残
雪
も
残
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
早
期
の
完
全
復
旧
は

難
し
い
情
勢
で
す
。

　

市
で
は
太
田
地
区
の
地
滑
り
が

発
生
し
た
４
月
27
日
か
ら
24
時
間

体
制
で
情
報
の
収
集
や
警
戒
に
あ

た
り
、
５
月

１
日
か
ら
は

小
学
生
の
送

迎
等
も
開
始

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
地

滑
り
は
、
４

月
末
の
急
激

な
気
温
の
上

昇
に
よ
る
、

大
量
の
雪
解

け
水
が
地
滑

り
を
誘
発
し

た
も
の
と
考

市
内
２
か
所
で
地
滑
り
被
害
が
発
生

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
市

内
危
険
か
所
把
握
の
た
め
、
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化
し
、
警
戒

を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
量
の
残
雪
が
雪
解
け
期
の
地
滑
り
を
誘
発
か

地滑り範囲

新たに迂回路
となった私道

×

××××××

×××××

道路崩落か所

県道飯山斑尾
新井線

至飯山
→

←至
斑尾

分道集落

　

例
年
３
月
末
に
は
雪
解
け
を
迎

え
る
飯
山
市
で
は
、
今
年
の
豪
雪

に
よ
り
２
週
間
以
上
遅
れ
て
の
雪

解
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

春
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
い
い
や

ま
菜
の
花
ま
つ
り
」
は
、
今
年
29

回
目
を
迎
え
、
多
く
の
皆
さ
ん
を

お
迎
え
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
も
っ
と
も

心
配
さ
れ
た
の
が
、
例
年
５
月
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
見
頃
を

迎
え
る
菜
の
花
の
開
花
時
期
で
し

た
。

　

地
元
「
菜
の
花
さ
か
せ
る
か
い
」

で
は
、
菜
の
花
公
園
の
雪
割
り
や

消
雪
材
散
布
、
菜
の
花
畑
に
保
温

シ
ー
ト
を
敷
く
な
ど
、
開
花
へ
の

懸
命
の
作
業
を
行
い
、
５
月
の
連

休
に
は
、
例
年
ど
お
り
菜
の
花
の

見
頃
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

い
っ
せ
い
に
華
や
ぐ

調印後、粟森支社長と固
く握手を交わす足立市長

分道集落付近の地滑り発生現場
（5月 1日撮影）

保温シートを敷くなど開花に向けての作業
がなされた菜の花公園（4月 21日撮影）

皆の願いをくみ取るかのように、
満開となった菜の花公園（5月5日）
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庶務課 庶務係 ☎ 62-3111 内線 333（担当 常田）

【募集職種および人数】
　上級（行政・土木・保健師）、中級（保育士）の各職
種とも若干名を募集。
【受験資格】
　平成 24年５月１日現在、飯山市に住民登録してあ
り市内に居住（通学等のため市外に居住している方を
含む）している方。または採用後は飯山市に住所登録し、
居住を予定の方。
　□上級（行政・土木）：昭和 58年４月２日から平成
　　3年４月１日までに生まれた方で、大学卒業者ま
　　たは卒業見込みの方。
　□上級（保健師）：保健師資格を有する方、または平
　　成 25年 3月 31日までに取得する見込みの方。
　□中級（保育士）：昭和 58年４月２日から平成 4年
　　４月１日までに生まれた方で、保育士資格を有し
　　県に登録済みの方、または平成 25年 3月 31日
　　までに取得する見込みで登録予定の方。
※受験できない方
　①日本国籍を有しない方
　②地方公務員法第 16条の欠格条項に該当する方
【一次試験の日時】（会場　飯山市役所）
　□期　日　７月 22日（日）（受付：午前８時 45分～）
【一次試験項目】
　□上級（行政）：教養、性格、専門（政治学、行政学、
　　憲法、行政法、民法、刑法、労働法、経済学、財政学、
　　社会政策および国際関係）、作文
　□上級（土木）：教養、性格、専門（数学・物理・応
　　用力学・水理学・土質工学・測量・土木計画（都

市職員を募集します。
上級（行政・土木 ･保健師）、中級（保育士）

平成 25年４月１日採用予定

中級（保育士）

　市では平成 25年４月１日採用予定の市職員（上級（行政・土木・保健師）
中級（保育士））を次のとおり募集します。

　　市計画含む）および土木施工）、作文
　□上級（保健師）：教養、性格、専門（地域看護学、疫学、
　　保健統計（情報処理を含む）、保健福祉行政論）、
　　作文
　□中級（保育士）：教養、性格、専門（社会福祉、児
　　童福祉、発達心理、保育原理、保育内容および保
　　健衛生）、作文
【一次試験の合格発表】
　いずれも平成 24年 8月中旬までに受験者全員に通
知します。
【二次試験】
　二次試験（口述試験、職場適応性検査、資格調査）
は９月上旬に実施し、最終合格発表は 9月下旬までに
行う予定です。
【受験申し込み】
　市で交付する所定の申込書（市のホームページから
もダウンロード可能）に必要事項を記入し、自筆の履
歴書（※）を添えて市役所３階の庶務課へお持ちいた
だくか、郵送してください。
※履歴書には、必ず顔写真を貼付すること。様式はＡ
４版の市販のものでかまいませんが、学歴・職歴・免許・
資格・課外活動歴等を記載し、最終学歴欄には、必ず
学部学科（専攻）名を記入すること。
【受験票の交付】
　受験の案内とともに交付します。
【申込受付期間】
　5月 16日（水）～ 6月 8日（金）（土・日曜は除く。
郵送の場合は 6月 8日消印有効）

募集要項
飯　山　市　役　所

飯山　太郎
Tarou Iiyama

○○○部
○○○○課

飯　山　市　役　所

飯山　華子
Hanako Iiyama

○○○部
○○○○課

　
平
成
24
年
度
の
飯
山
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

各
地
区
育
成
会
長
と
、
飯
山
市
青
少
年
育
成
補
導
員
の

み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

両
会
の
み
な
さ
ん
は
、
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に
、

日
々
積
極
的
に
活
動
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
本

年
度
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
市
役
員

　

会　

長　

関
谷
公
典

　

副
会
長　

金
子
英
明

　

副
会
長　
長
谷
部
み
つ
江

■
各
地
区
会
長

　
飯
山
地
区　

江
口
正
広

　
秋
津
地
区　

松
永
宏
行

　
木
島
地
区　

小
野
沢
和
宏

　
瑞
穂
地
区　

小
林
輝
紀

　
柳
原
地
区　

月
岡
孝
夫

　
富
倉
地
区　

丸
山
富
夫

　
外
様
地
区　

金
子
英
明

　
常
盤
地
区　
長
谷
部
み
つ
江

　
太
田
地
区　

伊
藤
哲
也

　
岡
山
地
区　

江
口
泰
彰

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
役
員
、

青
少
年
育
成
補
導
員
の
皆
さ
ん

【
飯
山
小
学
校
区
１
班
】

○
佐
藤
誠
一
（
奈
良
沢
）

　
浦
野
き
み
江
（
県
町
）

　

岡
田
春
志
（
上
町
）

　

野
崎
賢
一
（
松
倉
）

　

鷲
尾
祐
子
（
南
新
町
）

　

小
林
祥
子
（
飯
山
小
）

　
三
井
由
美
子
（
城
南
中
）

　

荒
井
浩
志
（
飯
山
高
）

【
飯
山
小
学
校
区
２
班
】

○
山
田
冬
彦
（
市
ノ
口
）

　

斉
藤
仁
孝
（
本
町
）

　

小
林　

靖
（
愛
宕
町
）

　

達
家　

清
（
田
町
）

　

吉
澤　

匠
（
飯
山
小
）

　

山
﨑
輝
昭
（
城
南
中
）

　

永
江
文
樹（
飯
山
北
高
）

【
秋
津
小
学
校
区
班
】

○
田
中
秀
穂
（
大
久
保
）

　

澤
柳
純
子
（
伍
位
野
）

　

祢
津
光
秀
（
深
沢
）

　
錦
織
美
智
代（
中
町
北
部
）

　

大
口
義
人
（
秋
津
小
）

　

濵　
　

愛
（
城
南
中
）

　

原
田　

泰
（
飯
山
高
）

【
木
島
小
学
校
区
班
】

○
中
村
信
司
（
坂
井
）

　
湯
本
與
志
一
（
安
田
）

　

久
保
田
泉
（
上
新
田
）

　

浦
野
孝
雄
（
天
神
堂
）

　

栗
岩　

匠
（
木
島
小
）

　

江
守
義
和
（
城
南
中
）

【
東
小
学
校
区
班
】

○
大
月　

肇
（
富
田
）

　

岡
本
洋
子
（
戸
那
子
）

　

荻
原
隆
広
（
中
組
）

　

米
持　

薫
（
関
沢
）

　

栁　

智
子
（
東
小
）

【
泉
台
小
学
校
区
班
】

○
佐
藤
昌
幸
（
南
条
）

　

岸
田　

隆
（
山
口
）

　

上
岸
隆
治
（
滝
ノ
脇
）

　

小
林
信
彦
（
顔
戸
）

　

髙
橋
京
子
（
泉
台
小
）

　

中
澤
真
一
（
城
北
中
）

【
常
盤
小
学
校
区
班
】

○
倉
科
千
浩
（
小
沼
）

　

吉
越
祐
一
（
大
塚
）

　

井
出
孝
夫
（
柳
新
田
）

　

宮
﨑
哲
也
（
下
水
沢
）

　

祖
父
江
智
（
常
盤
小
）

　

宮
本
常
徳
（
城
北
中
）

【
戸
狩
小
学
校
区
班
】

○
青
木
彰
彦
（
曽
根
）

　

出
澤　

卓
（
柏
尾
）

　

小
野
沢
崇
（
五
束
）

　

鈴
木
正
久
（
戸
狩
）

　

宮
沢
直
樹
（
上
境
）

　

荻
原
章
一
（
戸
狩
小
）

　

安
田　

貢
（
城
北
中
）

　

伊
藤
栄
一（
飯
山
北
高
）

【
岡
山
小
学
校
区
班
】

○
江
尻
和
裕
（
西
大
滝
）

　

渡
辺
和
英
（
桑
名
川
）

　

田
中
泉
水
（
岡
山
小
）

ス
ポ
ー
ツ
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係 

☎
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３
１
１
１ 

内
線
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２

飯
山
市
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
（
24
・
25
年
度
期
）

飯
山
市
青
少
年
育
成

補
導
員
会（
23・24
年
度
期
）

■
市
役
員

　

会　

長　

佐
藤
誠
一

　

副
会
長　

倉
科
千
浩

　

副
会
長　

佐
藤
昌
幸

■
各
小
学
校
区
補
導
員

（
○
印
は
班
長
）

　

市
で
は
、
個
性
あ
る
飯
山
市
の

土
産
品
の
創
出
と
そ
の
向
上
を
目

的
に
優
良
土
産
品
を
選
定
し
て
い

ま
す
。
審
査
に
合
格
す
る
と
、
２

年
間
飯
山
市
推
薦
の
優
良
土
産

品
と
し
て
登
録
さ
れ
「
優
良
土
産

品
」
の
証
票
を
貼
っ
て
販
売
で
き

ま
す
。

　

市
で
は
現
在
、
新
規
に
認
定
を

す
る
た
め
の
審
査
会
に
出
品
さ
れ

る
土
産
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

自
慢
の
逸
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

【
募
集
基
準
】

　

販
売
を
目
的
と
し
て
市
内
で
生

産
さ
れ
て
い
る
工
芸
・
加
工
食
料

土
産
品
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す

も
の

①
名
称
・
意
匠
・
材
料
に
飯
山
市

　
に
ち
な
む
要
素
が
あ
る
こ
と

②
意
匠
が
優
美
で
あ
る
も
の

③
関
係
法
規
に
違
反
し
な
い
も
の

【
募
集
期
間
】

　
５
月
21
日
㈪
〜
６
月
８
日
㈮

【
申
請
手
続
き
】

　

所
定
の
申
請
書
を
商
工
観
光

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
書
は
商
工
観
光
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
が
、
飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
各
種
申
請
書
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

商
工
観
光
課 

商
工
観
光
係 

☎
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２
１
１

優
良
土
産
品
を
募
集
し
ま
す
。

内
線
２
１
１

推 薦

優良
みやげ品

飯山市

　
４
月
27
日
（
金
）
飯
山
市
役
所

に
お
い
て
、
飯
山
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平

成
24
年
度
の
体
制
が
、
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
委
員
長

　

吉
原
一
男
（
瑞
穂
・
小
菅
）

▼
同
職
務
代
理
者

　

大
口
英
一
（
太
田
・
北
条
）

▼
委　

員

　

阿
部
紀
雄
（
飯
山
・
田
町
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
に
つ
い
て
不
服
が
あ
り

審
査
の
申
し
出
を
し
た
場
合
に
、

こ
れ
を
審
査
決
定
す
る
機
関
で

す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
新
体
制委員長

吉原一男 さん

第５次総合計画策定にあたり

 公募委員を募集します。
　市では平成 24年度、まちづくりに関する最上位計画、総合計画第５次
計画を策定するにあたり、市民や有識者で構成される「市民策定委員会（仮
称）」を設置することとなり、次のとおり市民公募委員を募集します。

■募集人員　6名
■受付期間　6月 15日（金）まで
■任　　期　7月頃から平成 24年 11月頃まで
■報　　酬　市条例で定める額
■応募資格（次の①～④の要件に該当する方）
　①飯山市に住所登録している 20歳以上の方

　②他の審議会等の公募委員に選任されていない方
　③飯山市の職員または議員以外の方
　④市税等を滞納していない方
■申込手続き　応募申込書を企画財政課かまで持参、郵送、
　FAX、E-Mail により提出してください。※応募申込書は
　企画財政課窓口または飯山市HPでダウンロードできます。



【人権の視点に立った行政】
○行政の全分野で人権の視点に立ち、総合的に施策を推進す
　ることにより、人権が尊重される飯山市を築きます。
○全ての市職員が人権行政の担い手であることを自覚し、常
　に人権の視点に立って、制度や施策の企画・実施・点検・
　改善にあたります。
【人権教育・啓発】
○人権教育は、全ての教育の基盤という理念に立ち、人権尊
重の視点で学校づくりに積極的に取り組みます。
○地域の実情やニーズに応じた学習機会の充実を図ります。
○企業内における人権教育・啓発活動に積極的に取り組める
よう支援し、企業内指導者の養成や資質向上の取り組みを支
援します。

　市民が人権問題に直面したときは、必要な情報提供や支援
が受けられ、主体的な判断により問題が解決されるように相
談体制の充実を図ります。また、国、県、関係機関とも連携
して対応し、相談窓口、支援制度の周知を図ります。

○国・県、関係機関との連携を密にし、情報交換・協力体制
を図りながら推進します。
○「飯山市差別撤廃と人権擁護推進本部」において、行政と
市民が一体となり取り組みます。
○「差別のない明るい飯山市を築く市民会議」等の意見・提
言を活かして施策を推進します。
【方針の見直し】
　定期的に点検・評価を行い、施策の見直しを行います。

人権
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ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
振
興
事
業

茎
枯
病
対
策
の
雨
よ
け
施
設
設
置
を
補
助

　

市
で
は
、
茎
枯
病
の
発
生
に
よ

り
、
生
産
量
・
販
売
額
が
著
し
く

落
ち
込
ん
で
い
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

に
つ
い
て
、
そ
の
予
防
対
策
と
し

て
「
雨
よ
け
施
設
」
の
設
置
補
助

事
業
を
行
い
、
意
欲
あ
る
農
家
を

支
援
し
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農

林
課
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
事
業
内
容

　
雨
よ
け
施
設
の
設
置

■
対
象
地
域　
飯
山
市
管
内

■
補 

助 

額　
雨
よ
け
施
設
１
㌃

当
た
り
５
万
円
以
内
（
最
小
対
象

面
積
０
．
５
㌃
）

■
申
請
締
切

　
平
成
24
年
８
月
31
日

農
林
課 

農
業
振
興
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
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６
３

人権人権人権
　市では、市民の皆さん一人ひとりの人権意識を一層高めて
いただくため、「人権同和・企業人権教育講座」を下記のとお
り開催します。どなたでも無料で受講できますので、お誘い
あわせのうえ、大勢ご参加ください。

人権同和・企業人権教育講座

●会場　飯山市公民館2階　講堂
開催日時 講 座 内 容（演題・講師）

 6月 15日㊎ 
午後 4時～

　「差別のない社会をめざして」
　　　　　　部落解放同盟長野県連合会

　　　顧問・前副執行委員長　星 沢 重 幸 さん　

 7 月 12日㊍ 
午後 4時～

　「外国人の人権」
　　　　　　（財）長野県国際交流推進協会

　　　多文化共生くらしのサポーター　森 山 　 恵 さん　

 7 月 31日㊋ 
午後 4時～

　「子どもの人権」
　　　　　　　　　　　　信州大学教育学部

　　　教　授　松 岡 英 子 さん　

 8 月 8日㊌
午後 4時～

　「全ての子どもの望まれた誕生と健やかな成長のために」
　　　　　　　　　　医療法人裕生会 丸山産婦人科医院 

　　　副院長　渡 邉 智 子 さん　

 9 月 7日㊎ 
午後 4時～

　「いたわりあう職場ねぎらいあう職場」
　　　　　　　　　（株）コミュニケーションズ・アイ 

　　　代表取締役社長　伊藤かおる さん　

10 月 2日㊋ 
午後 4時～

　「映画・ＴＶ・雑誌・新聞に描かれるジェンダーを読む」
　　　　　　　　　　　　清泉女学院大学人間学部 

　　　教　授　芝 山 　 豊 さん　

育てよう一人ひとりの人権意識人
権
を
通
じ
て
幸
せ
な
社
会
づ
く
り
を
推
進

 

人
権
同
和
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
さ
ん
を
紹
介

　

平
成
24
年
度
人
権
同
和
男
女

共
同
参
画
地
域
推
進
員
の
皆
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

推
進
員
の
皆
さ
ん
は
、
一
人
ひ

と
り
の
人
権
を
尊
重
し
、
幸
せ
な

社
会
づ
く
り
の
た
め
に
人
権
に
関

す
る
教
育
・
啓
発
お
よ
び
男
女
共

同
参
画
の
推
進
活
動
を
地
域
で

行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
年
度

も
、
推
進
員
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

人
権
同
和
男
女
共
同

　
参
画
地
域
推
進
員

【
会　

長
】

　

常
盤
井
智
海
（
戸　

狩
）

【
副
会
長
】

　

廣  

陽 

子
（
羽
広
山
）

　

北
澤
弘
子
（
県
町
）

　

平
瀬
建
司
（
本
町
）

　

小
川
恵
一
（
市
ノ
口
）

　

髙
橋
く
に
子
（
中
町
）

　

松
村
き
よ
子
（
秋
津
中
央

）

小
林
茂
美
（
野
坂
田
）

小
池
孝
夫
（
上
新
田
）

丸
山
富
治
（
福
島
）

岩
松
義
雄
（
針
田
）

阿
部　

功
（
南
条
）

木
幡
喜
美
子
（
南
条
）

阿
部
武
夫
（
中
谷
）

服
部
優
一
（
尾
崎
）

平
井
悦
子
（
顔
戸
）

常
盤
井
智
行
（
小
沼
）

丸
山
文
夫
（
小
境
）

大
口
千
春
（
北
条
）

畠
山
辰
男
（
藤
沢
）

21 世紀は「人権の世紀」と言われています。
　戦争の無い平和で人権が尊重される世界の実現に向けて、現在さまざまな取り組
みが進められています。しかし現実社会には、依然として多くの人権侵害が存在し、
情報化時代となって現れた新たな人権問題も起きています。
　市では、様々な人権問題の解決に向け取り組んでいくため、社会情勢の変化に対
応した人権政策を総合的に推進し、差別のない明るい飯山市を築く審議会の答申を
踏まえ、新たに「飯山市人権政策推進に関する基本方針」を策定しました。これに
より、一人ひとりの人権が尊重される飯山市を皆様とともに築いていきます。

人権政策課 人権同和係 ☎ 62-3111 内線 370・371

同和問題

外国人

女　性

子ども

高齢者

障がいのある人

　子どもの視点に立って、子どもの人間としての権利を大
切にし、社会全体で家族や子育てに関する関心を高める取
り組みを推進します。

　安心して自立した生活を送れるよう支援し、高齢者が社
会を構成する重要な一員として各種の活動に積極的に参
加できる取り組みを推進します。

　障がいのある人や障がいに対する偏見や差別をなくす
ため、正しい理解と発生原因や症状に対する認識を深める
啓発活動を推進します。

　同和問題と人権尊重の理念に対する正しい理解と差別
意識の解消に取り組みます。

　外国の歴史や文化を正しく理解し、尊重し、共に生きて
いくことができる「多文化共生社会」の実現を目指します。

　性別にかかわりなく人権が尊重され、それぞれの個性や
能力が発揮でき、あらゆる分野に積極的に参画できる、男
女共同参画社会の実現を目指します。

飯山市人権政策推進に関する基本方針策定

人権政策の基本理念
　「人間の尊厳」を原点に、一人ひとりの個性や多様
性を尊重し、異なる考え方や生き方を認め合い、全て
の人が互いに支え合いながら、共に生きる社会の実現
を目指します。
▽自他の人権を尊重できる意識を醸成します。
▽人権尊重の視点に立って施策を推進し、市民一人ひ
　とりの主体性や能力が発揮され、自己実現、自立、
　社会参画ができる社会環境を整備します。

人権施策の方向性

人権の相談・支援

様々な人権課題
　より視野を広げたきめ細かな人権教育、啓発に取り組み
ます。

推進体制と方針の見直し

【分野別施策の推進】

個
人
情
報
保
護
・
情
報
公
開
の
実
施
状
況

　

平
成
23
年
度
中
、
市
に
対
し

て
請
求
が
あ
っ
た
個
人
情
報
保
護

お
よ
び
情
報
公
開
に
関
す
る
実
施

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
飯
山
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
規
定
に
基
づ
く
記
録
情
報
開
示

請
求
状
況　

請
求
件
数
０
件

◇
飯
山
市
情
報
公
開
条
例
の
規

定
に
基
づ
く
情
報
公
開
請
求
状

況　

請
求
件
数
６
件

【
内
訳
】
市
長
６
件
（
公
開
１
件
、

一
部
公
開
３
件
、
非
公
開
１
件
、

不
存
在
１
件
）

※
農
業
委
員
会
、
教
育
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、監
査
委
員
会
、

固
定
資
産
評
価
委
員
会
、
議
会
へ

の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

庶
務
課 

庶
務
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
３
６
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■対象土地　飯山市土地開発公社住宅分譲地（須多峰住宅地は対象外）
　または民有地（上下水道整備区域内にある市長が認めた区域内の土地）
■住宅要件　自ら発注し新築する住宅
■対 象 者　建設年度に夫婦のうちどちらかが 40歳未満または 20歳未
　満の子どもと同居の家庭で、次の①～②のいずれかに該当する家庭
　①市外から新たに転入しようとする夫婦
　②市外から転入して３年以内で、現在賃貸住宅に居住している夫婦
【補助金額】
◇土地開発公社住宅分譲地に建設の場合
　１５０万円（市内建設業者請負でない場合 120 万円）
◇民有地に建設の場合
　１００万円（市内建設業者請負でない場合 80万円）
■補助対象期間
　平成 24年４月１日～平成 25年３月 31日に建設（完成）した住宅

■対 象 者　上記の個人住宅建設支援の対象者と同様。
■補助内容　中古住宅を購入するために購入資金を借り入れた方に、借
　入金額（補助対象限度額1,500万円）の２％相当額を２年間補助します。
　（上下水道区域内で市長が認めた区域にある建物に限ります）
■補助金の交付対象期間
　平成 24年４月１日～平成 25年３月 31日までに購入した住宅

　市では家庭内での子育てや高齢者介護など世代間で支え
合っていただこうと、親等と同居するための住宅の新築・増
築で借り入れる資金の利子の一部を補給する「三世代等同居
住宅建設支援事業」を行っています。
■支援の内容
　親等と同居しようとする（している）方がその
住宅を新築または増築するために資金を借り入れ
た場合に、その借入金利子の一部を補給します。
■対　象　者
　平成 26年 3月 31日までの間に、市内に住宅を建設するために
資金を借入した方で、建設する年度の 3月 31日までに親等と同
居する方。
※②親等とは 60歳以上となる父母・祖父母等の親族をいいます。
※③同居する親等が住宅を新築・増築する場合は対象となりませ
ん。
■利子補給額
　借入金額（補助対象限度額 1,500 万円）の年１％相当額
■利子補給期間
　借入当初から 3年間

三世代等同居住宅建設支援事業
　「空き家バンク」制度は、市内の使用されていな
い住宅・宅地等を所有者の方から登録をしていただ
き、物件の購入・賃借を希望する方々へ、市から空
き家情報を提供するものです。

①賃貸・売却物件の登録
　「空き家バンク登録申込書」へ必要事項を記入のうえ、
市役所いいやま住んでみません課へ提出してください。

②現地確認　市担当者と宅建協会担当者が現地調査。

③空き家情報の提供
　調査の結果、適正な物件と認められると空き家バンクに
登録され、ホームページ・市窓口で情報提供を行います。

④物件の交渉　物件の申し込みがあると宅建協会の仲介
により交渉。（法律に基づく仲介手数料がかかります）

「空き家バンク」制度のご活用を

「空き家バンク」への空き家情報登録の流れ

住住
む

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と

日
本
の
ふ
る
さ
と
飯
山
市

飯
山
市

【個人住宅建設への支援】

【中古住宅購入への支援】

若い世代を支援
飯山市移住 ･ 定住支援
　　　　住宅建設促進事業

　
四
季
折
々
に
美
し
い
情
景
を
見
せ
る
日
本

の
ふ
る
さ
と
飯
山
。

　
市
で
は
、
そ
ん
な
飯
山
市
に
移
り
住
ん
で

い
た
だ
く
方
や
三
世
代
等
の
同
居
を
考
え
て

い
る
方
を
対
象
に
、
補
助
金
の
交
付
や
利
子

補
給
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
定
住

人
口
の
増
加
と
ふ
る
さ
と
回
帰
に
よ
る
定
住

対
策
、
ま
た
住
宅
建
設
に
よ
る
民
間
事
業
者

の
経
済
活
動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
い
い
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ

ん
課
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
住
宅
】

（
申
請
者
の
持
ち
家
に
限
る
）

◇
専
用
住
宅

◇
併
用
住
宅
で
居
住
部
分
面
積

　
が
全
体
面
積
の
２
分
の
１
以
上

　
を
占
め
る
も
の

【
対
象
と
な
る
融
雪
装
置
】

◇
不
凍
液
や
温
水
等
（
地
下
水
を

　
利
用
す
る
も
の
は
対
象
外
）
の

　
循
環
方
式
や
電
熱
式
な
ど
に
よ

　
る
装
置

※
融
雪
装
置
は
新
築
時
の
設
置
、

増
改
築
時
の
設
置
い
ず
れ
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
世
帯
】

（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯
）

①
55
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯
、

　
ま
た
は
母
子
家
庭
世
帯
、
も
し

　
く
は
生
計
の
中
心
の
方
が
障
害

　
者
の
世
帯

②
飯
山
市
に
住
所
が
あ
る
方

③
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

④
過
去
に
屋
根
融
雪
工
事
や
住
宅

　
取
得
費
用
等
に
対
し
、
市
か
ら

　
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
方

【
補
助
金
額
】

　

融
雪
装
置
設
置
費
用
の
10
分

の
１
以
内
（
上
限
30
万
円
）

【
申
請
受
付
締
め
切
り
】

　
平
成
24
年
12
月
25
日

高
齢
者
世
帯
や
弱
者
世
帯
が
対
象

 

住
宅
屋
根
の
融
雪
化
工
事
補
助
制
度

い
い
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん
課 
住
宅
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
５
１

　

飯
山
市
で
は
高
齢
者
等
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、
雪

下
ろ
し
作
業
の
負
担
軽
減
や
、
転
落
事
故
の
防
止
を

図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
住
宅
屋
根
の
融
雪
化
費
用

に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

補
助
を
受
け
る
場
合
に
は
着
工
前
に
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
事
前
お
問
い
合
わ
せ
の

う
え
、
要
件
に
該
当
す
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●例２「工事費が350万円のとき」
（計算式）350万円×10分の１＝35万円
⇒補助金額は限度額の30万円

●例１「工事費が200万円のとき」
（計算式）200万円×10分の１＝20万円
⇒補助金額は20万円

補助金の計算例

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
た
ん
ぽ
ぽ
」（
し
ろ
や
ま
保
育
園
内
）

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
た
ん

ぽ
ぽ
」
で
は
、
６
月
１
日
㈮
か
ら

６
月
29
日
㈮
ま
で
の
期
間
、
園
舎

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
施
設
を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
代
替

施
設
と
し
て
、
女
性
セ
ン
タ
ー
未

来
（
飯
山
市
公
民
館
隣
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
女
性
セ
ン
タ
ー
未
来
へ

乗
用
車
で
お
越
し
の
際
は
、
未
来

前
駐
車
場
も
し
く
は
公
民
館
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
代
替
施
設
（
女
性
セ
ン
タ
ー
未

来
）
利
用
に
つ
い
て
】

□
利
用
期
間
（
土
日
除
く
）

　
６
月
１
日
㈮
〜
６
月
29
日
㈮

□
利
用
時
間

　
午
前
：
９
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
：
１
時
30
分
〜
４
時

□
午
前
の
み
利
用
で
き
る
日

　
６
月
19
日
㈫
・
26
日
㈫

□
利
用
で
き
な
い
日

改
修
工
事
に
伴
う
代
替
施
設
の
ご
案
内

日 月 火 水 木 金 土
① 2

3 ④ ⑤ ⑥ 7 ⑧ 9
10 ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 16
17 ⑱ 19 ⑳ ㉑ ㉒ 23
24 ㉕ 26 ㉗ ㉘ ㉙ 30

６月（代替施設予定）

○：利用できる日　▢：午前のみ利用できる日
■：利用できない日

　
６
月
７
日
㈭
（
館
内
清
掃
日
）

いいやま住んでみません課 移住定住係 ☎ 62-3111 内線 252

子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３・３
６
４

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
た
ん
ぽ
ぽ
」 

☎
62
５
０
９
１

　
４
月
11
日
、
新
幹
線
飯
山
駅
の

鉄
骨
建
て
方
工
事
を
前
に
、
飯
山

駅
新
築
工
事
安
全
祈
願
祭
お
よ

び
立
柱
式
が
、
足
立
市
長
を
は
じ

め
関
係
自
治
体
代
表
や
工
事
関

係
者
、
地
元
の
代
表
等
多
く
の
出

席
者
の
も
と
新
町
の
新
幹
線
飯
山

駅
舎
前
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
安
全
祈
願
祭
立
柱
式

で
は
、
祭
事
の
な
か
で
最
初
の
鉄

骨
柱
の
立
柱
を
祝
う
儀
式
が
行

今
年
の
秋
に
は
新
駅
舎
の
外
観
が
お
め
み
え

  

新
幹
線
飯
山
駅
安
全
祈
願
祭
立
柱
式
開
催

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
が
儀
式

用
に
設
置
さ
れ
た
高
さ
９
ｍ
の
鉄

骨
柱
に
金
色
に
輝
く
ボ
ル
ト
を
締

め
、
工
事
の
安
全
を
祝
い
ま
し
た
。

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
飯
山
鉄
道

建
設
所
に
よ
る
と
、
こ
の
式
典
を

契
機
に
、
飯
山
駅
の
駅
舎
工
事
が

最
盛
期
を
向
か
え
、
今
年
の
秋
に

は
、
新
駅
舎
の
外
観
が
姿
を
現
す

予
定
だ
と
し
て
い
ま
す
。



飯
山
市
空
中
防
除
対
策
協
議
会
（
JA
北
信
州
み
ゆ
き
内
）
☎
62
５
６
０
０
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子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
４

　

児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
、
平
成
24
年
４
月
１
日

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
４
月

か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
手

当
に
代
え
て
児
童
手
当
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
３
月
31
日
に
お
い
て

子
ど
も
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
は
、
児
童
手
当
等
に
つ
い
て

も
認
定
を
受
け
て
い
る
と
み
な
さ

さ
れ
る
た
め
申
請
は
不
要
で
す
。

　

た
だ
し
、「
転
入
し
た
」「
お
子

さ
ん
が
生
ま
れ
た
」「
離
婚
等
に

よ
り
養
育
状
況
が
変
わ
っ
た
」
な

ど
の
場
合
は
申
請
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
申
請
し
た

日
の
翌
月
か
ら
支
給
と
な
り
ま
す

の
で
、
該
当
す
る
方
は
早
め
に
子

ど
も
課
子
育
て
支
援
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
子
ど
も
手
当
か
ら
の
主
な
変
更
点

　

平
成
24
年
６
月
分
（
10
月
支

給
）
の
児
童
手
当
か
ら
所
得
制
限

が
導
入
さ
れ
ま
す
。
所
得
制
限
額

以
上
の
受
給
資
格
者
は
、
当
分
の

間
、
中
学
校
修
了
前
の
児
童
１
人

に
つ
き
月
額
５
千
円
の
特
例
給
付

が
行
わ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
に
つ
い
て

【
６
月
支
給
分
】

□
子
ど
も
手
当　
２
月
・
３
月
分

□
児
童
手
当　
４
月
・
５
月
分

（
平
成
24
年
３
月
で
一
番
下
の
お
子

さ
ん
が
中
学
校
を
卒
業
し
た
、
ま
た

は
平
成
24
年
２
月
か
ら
３
月
ま
で
に

受
給
資
格
を
喪
失
し
た
受
給
者
の

方
に
は
、
４
月
に
支
給
済
み
で
す
）

【
支
給
額
】

□
３
歳
未
満　
月
額
１
万
５
千
円

□
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　
月
額
１
万
円

□
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
（
第

　
３
子
以
降
）

　
月
額
１
万
５
千
円

□
中
学
生　
１
万
円

　

直
播
水
田
の
初
期
除
草
の
た

め
、
朝
５
時
か
ら
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
除
草
剤
（
粒
剤
）
の

空
中
散
布
を
行
い
ま
す
。

【
各
地
区
の
日
程
】

・
５
月
22
日
㈫
頃

・
６
月
５
日
㈫
、
11
日
㈪

【
実
施
地
区
】

　
木
島
地
区
、
瑞
穂
地
区

【
散
布
中
止
条
件
】

①
散
布
対
象
水
田
周
囲
に
他
の
作

　
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
、
ま
た

　
は
建
物
（
小
学
校
・
保
育
園
等
）

　
が
あ
る
場
合

②
風
速
３
ｍ
以
上
に
な
っ
た
場
合

農
薬
の
飛
散
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

 

除
草
剤
の
空
中
散
布
の
お
知
ら
せ

【
散
布
中
の
注
意
事
項
】

▽
散
布
農
薬
が
家
の
中
等
に
入
ら

　
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
飲
み
水
や
水
源
な
ど
は
覆
い
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
通
学
・
通
園
の
際
は
学
校
・
保

　
育
園
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

　
い
。

▽
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
行
中
は

　
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
畜
舎
、
養
魚
等
危
被
害
防
止
対

　
策
を
行
い
、
牧
草
、
野
草
は
１

　
週
間
以
上
お
い
て
家
畜
に
与
え

　
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

施設名（地区名）  測定日 天候 測定値
50cm １ｍ

飯 山 市 役 所（飯山） 4/27 曇り 0.07 0.06
あ き は保育園（飯山） 4/23 曇り 0.07 0.07
中 央 幼 稚 園（飯山） 4/23 曇り 0.07 0.06
め ぐ み保育園（飯山） 4/23 曇り 0.07 0.07
しろやま保育園（飯山） 4/23 雨 0.08 0.08
秋　 津 保 育 園（秋津） 4/23 晴れ 0.07 0.06
木 島 保 育 園（木島） 4/23 曇り 0.06 0.07
瑞 穂 保 育 園（瑞穂） 4/23 雨 0.06 0.06
いずみだい保育園（柳原） 4/23 雨 0.07 0.06
常 盤 保 育 園（常盤） 4/23 雨 0.07 0.07
と が り 保 育 園（太田） 4/23 雨 0.07 0.08
しらかば保育園（岡山） 4/24 晴れ 0.07 0.06
飯 山 小 学 校（飯山） 4/23 曇り 0.10 0.10
秋 津 小 学 校（秋津） 4/23 晴れ 0.07 0.07
木 島 小 学 校（木島） 4/23 曇り 0.08 0.08
東 小 学 校（瑞穂） 4/23 雨 0.07 0.08
泉 台 小 学 校（柳原） 4/23 雨 0.06 0.06
常 盤 小 学 校（常盤） 4/23 雨 0.07 0.08
戸 狩 小 学 校（太田） 4/23 雨 0.07 0.07
岡 山 小 学 校（岡山） 4/24 晴れ 0.06 0.06
城 南 中 学 校（飯山） 4/23 晴れ 0.08 0.07
城 北 中 学 校（常盤） 4/23 晴れ 0.06 0.07
外様活性化ｾﾝﾀｰ（外様） 4/6 晴れ 0.07 0.06
富倉活性化ｾﾝﾀｰ（富倉） 4/6 雪 0.06 0.06

　4月中の市内空間放射線量測定値を公表します。
測定の結果、健康に影響を与えるおそれのある数値
（0.19 μ Sv/h）は測定されておりません。

（月内に複数回測定する箇所は最新測定値です）

市内空間放射線量測定値
市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191･192

地 区 会場名 実施日 受付時間

岡 山

温井公民館

6月 20日
（水）

9:10 ～ 9:30
羽広山多目的集会所 9:40 ～ 9:55
土倉冬期分校 10:05 ～ 10:15
柄山冬期分校 10:25 ～ 10:35
西大滝公民館 11:00 ～ 11:20
藤沢多目的集会所 11:30 ～ 12:00
岡山地区活性化センター 13:10 ～ 13:55
下境公会堂 14:10 ～ 14:20
上境多目的センター 14:30 ～ 14:50

外 様 外様地区活性化センター
6月 21日
（木）

9:00 ～ 10:30

常 盤 常盤保育園 10:50 ～ 11:50
常盤地区活性化センター 13:00 ～ 14:00

瑞 穂 柏尾研修集会施設 14:20 ～ 15:20

常 盤
小沼構造改善センター

6月 22日
（金）

9:00 ～ 10:20
大倉崎生活改善センター 10:35 ～ 11:20
戸狩コミュニティーセンター 13:00 ～ 14:00

太 田

小境多目的集会所
6月 25日
（月）

9:00 ～ 10:00
太田地区活性化センター 10:10 ～ 11:00
曽根農業生活改善センター 11:20 ～ 11:50
勤労青少年ホーム 13:00 ～ 14:00

飯 山 保健センター

6月 26日
（火）

9:00 ～ 10:30

秋 津

新田創造館 10:50 ～ 11:10
中山根集落センター 11:30 ～ 12:00
秋津地区活性化センター 13:10 ～ 14:20
いいやま人権福祉センター 14:40 ～ 15:20

木 島

安田農業生活センター

6月 27日
（水）

9:00 ～ 9:45
其綿区民センター 10:00 ～ 10:20
木島地区活性化センター 10:30 ～ 11:50
坂井多目的集会所 13:00 ～ 14:00
天神堂農業出荷センター 14:10 ～ 15:00

瑞 穂

福島農業生活改善センター

6月 28日
（木）

9:00 ～ 9:25
瑞穂保育園 9:35 ～ 10:25
関沢農業生活改善センター 10:40 ～ 11:20
小菅生活改善センター 11:35 ～ 12:00

飯 山 市ノ口公会堂 13:30 ～ 14:20
しろやま保育園 14:30 ～ 15:00

柳 原
柳原地区活性化センター

6月 29日
（金）

9:00 ～ 10:00
笹川公民館 10:15 ～ 11:00
大川交流センター 11:15 ～ 11:40

富 倉 富倉地区活性化センター 13:00 ～ 13:40
濁池防雪管理棟 13:55 ～ 14:10

柳 原 涌井公会堂 14:30 ～ 14:40

飯 山

保健センター

7月 2日
（月）

8:40 ～ 10:10
しろやま保育園 10:20 ～ 11:40
飯山市公民館 13:00 ～ 14:20
十三ケ丘公会堂 14:40 ～ 14:50
分道生活改善センター 15:10 ～ 15:20
斑尾高原　山の家 15:40 ～ 15:50

飯 山

デリシア飯山店駐車場
7月 3日
（火）

9:00 ～ 11:00
城南中学校 11:10 ～ 11:40
奈良沢公会堂 13:00 ～ 14:00
上町児童センター 14:10 ～ 15:30

結核検診の日程
【対象者】65 歳以上　【受診料】　無料

保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181・182

（胸部レントゲン検診）

　

飯
山
市
で
は
、
75
歳
以
上
の
方

の
生
活
習
慣
病
予
防
と
健
康
の
保

持
の
た
め
、
後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し

た
人
間
ド
ッ
ク
検
査
費
用
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
に
な
る
方
や
、
申
請
方
法

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

【
補
助
対
象
者
】（
全
て
満
た
す
方
）

①
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
で

　
飯
山
市
に
住
民
登
録
の
方

②
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
を
飯

　
山
市
へ
提
供
で
き
る
方

③
市
が
行
っ
て
い
る
健
康
診
査
を

　
受
け
な
い
方
ま
た
は
受
け
る
予

　
定
の
な
い
方

【
補
助
金
額
】

　
１
万
５
千
円
（
１
泊
２
日
ド
ッ

ク
、日
帰
り
ド
ッ
ク
と
も
に
同
額
）

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

▼
飯
山
市
後
期
高
齢
者
医
療
人

間
ド
ッ
ク
補
助
金
交
付
申
請
書

▼
保
険
証
▼
検
査
結
果
▼
領
収

書
▼
印
鑑
▼
振
込
先
口
座（
通
帳
等
）

【
注
意
事
項
】

○
補
助
金
の
交
付
は
１
年
度
に
つ

　
き
１
回
で
す
。

○
補
助
金
の
申
請
書
等
の
必
要

　
書
類
は
人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
に

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係 
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
１

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

検
査
費
用
補
助
の
お
知
ら
せ

　運動不足を感じている方、体を動かしたい方など、自分の体力
を測定し、体力アップにチャレンジしませんか。
　チャレンジ体力測定では、トレーニングマシーンなどで、下半
身の筋力・持久力、柔軟性など 13項目を測定します。また希望者
には、自宅でのトレーニング方法の指導や定期的な再測定も行い
ます。
　今年度１回目のチャレンジ体力測定にぜひご参加ください。

■測 定 日（次の３コースからお選びください。）
　Ａコース　7月 6日（金）　午後 1時 30分 ～  3 時 30分
　Ｂコース　7月 7日（土）　午前 9時 30分 ～ 11時 30分
　Ｃコース　7月 7日（土）　午後 1時 30分 ～  3 時 30分
■場　　所　飯山市保健センター（市役所前）
■測定項目
　・身長・体重・体脂肪率・腹囲・血圧・握力・内転筋力・外転筋力
　・大腿四頭筋力・持久力・長座位体前屈・ファンクショナルリーチ
　・タイムアップアンドゴー
■定　　員　各コース 12名（定員になりしだい締め切り）
■対 象 者
　18 歳以上の市民（心臓疾患を現在治療中、過去に治療された方は参加
できません。その他の疾病で治療中に方は、主治医にご相談ください）
■参 加 費　無料 (希望者には、セラバンド 500円、やわらかボー
ル 150円であっせんします )
■申込期限　6月29日（金）までにお電話にてお申し込みください。

体力測定

 自分を知ろう！
参加者募集

体力測定チャレンジ保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181・182・187

除
草
剤
の
空
中
散
布
の
お
知
ら
せ
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業
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で
す
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会
】

■
日
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７
月
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日
㈫

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜

■
会
場　
飯
山
市
役
所

農
業
委
員
選
挙
関
係
の
日
程

【
届
出
事
項
事
前
審
査
】

■
日
時　
７
月
10
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜

■
会
場　
飯
山
市
役
所

　
こ
の
他
、
農
業
委
員
選
挙
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
市
報
６
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
３
２
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●種　　目　1.4km・2.2km・6km・10km・ハーフマラソン
●交通規制について
　当日は公道を使用した競技のため、交通規制が行われます。
　自動車等で通行の場合は、係員の指示に従って通行をお願いします。

北信州ハーフマラソン
　第43回 飯山市ロードレース大会

■大会概要
6／17 ㊐　長峰スポーツ公園スタート

飯山市ロードレース大会事務局（市役所スポーツ生涯学習課内）☎62-3111内線353・354

～K

ITA
SH
IN
SH
U～

IIYAMA CITY ROAD RACE～～KK

UU～～
II CCIITT

CCEE

2012

新緑の飯山
を走ろう !

　昨年に引き続き、ごみの減量・リ
サイクル等をテーマにした「エコ
パーク寒川フェア」を開催します。
　当日は、廃食用油を利用したキャ
ンドルづくりや石けんづくりの講習
会を行うほか、ペットボトルを原料
にした環境にやさしいエコ商品等の展示
も行います。併せて、藤沢区のご協力に
より、タケノコや山菜の販売、タケノコ
汁のサービス等もあります。
　大勢の皆様のご来場をお待ちしており
ます。

粗大ごみ等の臨時
受入を行います

　エコパーク寒川では、臨時的にご
みの受入を行います。
　どうぞご利用ください。

■受 入 日　6月 9日、8月 11日、
　　　　　　10月13日（各第２土曜日）
■時　　間 　午前 9時～ 11時
■注意事項　ごみの搬入にあたって
は、地域の道路などにごみが飛散・
落下しないようシートをかぶせるな
どして持ち込んでください。
　なお、エコパーク寒川への経路は
桑名川・藤沢区の生活道路を通りま
すので、安全のため区内は最徐行を
お願いします。

【問い合わせ先】エコパーク寒川 ☎69-1085

■日 時  ６月 17日㊐ 午前 10時～正午
■場 所  エコパーク寒川

はじめての方も大歓迎！

地域包括支援センター ☎ 62-3111 内線 183・186

ノルディックウォーキング
介護予防 参加者募集

　市では、高齢者の介護予防のための事業を行っています。
　運動習慣を身につけて、要介護状態等になることを予防
し、住み慣れた地域で、自分らしく暮らしましょう。

□日　　時　６月９日（土）午前 9時 30分～ 11時 30分
□受　　付   午前 9時 15分から
□集合場所   飯山市保健センター
□内　　容
　　インサイドアウトスキークラブの指導で、保健センター
　周辺約２kmをノルディックウォーキングします。
　　体力に自信のない方でも指導員が付き添いますので無
　理なく歩けます。（雨天の場合は、室内でポールを使っ
　た運動を行います）
□持ち物・服装　タオル、飲み物、歩ける服装
□対 象 者　飯山市内にお住いの 65歳以上の方

※ただし、基本チェックリストに該当された方が優先されます。
□定　　員　30名（先着順）
□参 加 費　300円
□申込期限　5月 31日（木）
□そ の 他　ポールの貸出（無料）もありますので、
　　　　　　お問い合わせください。

募集要項

美
し
い
花
で
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た
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内
線
２
４
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国
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７
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」
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年
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で
23
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迎
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し
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。
毎
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落
や
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業
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植
栽
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お
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、
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飯
山
市
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組
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で
す
。

　

今
年
も
６
月
10
日
に
、
花
の
植

栽
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
と
協
働
で
、
飯
山
市
を
彩

る
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

【
植
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日
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６
月
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日
㈰

【
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間
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前
６
時
か
ら

【
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種
】

○
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道
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色
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回
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ド
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ア

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
植
栽
の
お
知
ら
せ

エコパーク寒川 ☎ 69-1085

第 3回

エコパーク寒川フェア 沿道から
の

ご声援を
お願いし

ます。

生活情報やハザードマップ、観光情報なども掲載

「信州いいやままるごとマップ」公開。
　「信州いいやままるごとマップ」は、インターネットを通じて、市内の生
活情報や観光情報、ハザードマップ、バス路線などを多くの皆さんに気軽
に利用していただくことを目的に、国の緊急雇用事業で昨年度整備し、こ
のほど運用開始となりました。
　便利な使い方として、市内の観光施設を探し、その周辺の食堂や名物な
どの「食べる情報」や観光スポットなどの「見る情報」、土産物など「買物
情報」などを調べることもできますし、施設から施設の
ルート検索などもできます。また、災害発生時の避難施
設など防災情報も掲載しています。
　そのほかにも便利な機能として、マップのＵＲＬを簡
単にコピーしてメールなどに貼り付けて市外の人に伝え
ることもでき、用途によって使い方はさまざまです。
　今後、飯山市ホームページや信州いいやま観光局の各
施設ホームページから簡単に行ったり来たりできるよう
な方式にしたいと思います。 
　サイトの入口は、飯山市ホームページのトップ画面の
下、菜の花まつりホームページのＴＯＰ画面、グルメ、
アクセスのページに設けています。ぜひご覧いただきご
活用をお願いします。

企画財政課 情報管理係 ☎ 62-3111 内線 394 「信州いいやままるごとマップ」URL：http://www.sonicweb-asp.jp/iiyama/

フリー
マーケ

ット

出店者
も募集

!

フリーマーケット出店者募集
　当日会場で出店していただける方
を募集します。お問い合わせは、エ
コパーク寒川まで。
○募集店舗　若干数
○募集期間　5/21 ㊊～ 6/8 ㊎

エコパーク寒川 ☎ 69-1085

　9:00　1.4km
　9:20　ハーフマラソン
　9:30　10km

　9:40　6km
　9:50　2.2km

●大会スケジュール（スタート時刻）
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月
刊

市内のできごと

通 信
いいやま

　常盤地区にある道の駅「花の駅・千曲川」（信州いいやま
観光局）では、これまでも農産物直売所や土産物販売、食
事処を中心に多くの来場客を集めていましたが、飯山を訪
れた皆さんに、より飯山の良さを体感していただくため、
販売エリアと食事エリアを中心に改装を行い、４月 20日
リニューアルオープンしました。

　食事エリアでは、
地元の食材にこだ
わったオリジナルメ
ニューや市内の和・
洋の銘菓を、美しい
風景を見ながら野外
で楽しめる「Caf’e
里わ」が新しくオー
プンし、朝 7時 30

分の開店で日替わり朝食も楽しめるようになりました。
　また売店エリアも大幅にリニューアルし、飯山ならでは
のお土産「飯山謹製の商品」を今まで以上に取り揃えたほか、
花の駅・千曲川ならではの商品も充実しました。
　そのほかにも、飯山名物「富倉そば」を提供するテナン
トが入るなど、飯山に住む人も、訪れた皆さんも楽しめる
ものとなりました。皆さんも新装なった道の駅「花の駅・
千曲川」に訪れてみてはいかがですか。

爽やかな朝をモーニングセットで
 道の駅「花の駅千曲川」リニューアル

4 月 20日　道の駅「花の駅 千曲川」

　4月 13日、天神堂の伊東清一さんが足立市長を訪れ、市
内の小学校などでも花を楽しんでほしいと、自宅で育てた
クリスマスローズ 250鉢を寄附しました。

　クリスマスローズ
は、ヨーロッパ原産
の植物で、その名の
とおり、クリスマス
が行われる 12 月か
ら早春にかけて開花
時期を迎えます。交
配によってさまざま

な色の花や葉の形が生まれ、一見すると同じ種類の植物と
は思えないほど変化に富んでいます。
　伊東さんがクリスマスローズの栽培を趣味で始めたの
は 5年前、種から育て交配を進め、昨年クリスマスローズ
ファームをオープンさせるまでとなったそうです。
　伊東さんは、冬期間にも花を楽しめるクリスマスローズ
を、「交配の多様性から小学校の理科の授業などで役立てて
も面白いのでは」と話していました。
　寄附を受けた足立市長は「雪国飯山にふさわしい花で、
市内小学校の教材や公共施設の景観に活用させていただき
たい」と感謝の言葉を述べました。

「小学校での活用も」天神堂の伊東さん
 クリスマスローズ 250 鉢を寄附

4 月 13日　飯山市役所

　遅い春の訪れに、例年なら見頃を迎えている城山の桜も、
やっと蕾に紅を帯びてきた４月 20日、市内 107 地区の区
長さんをはじめ来賓の皆さん、行政関係者が一堂に会し、
平成 24年度飯山市区長総会が飯山市民会館で開催されま
した。
　総会の冒頭足
立市長は、新幹
線飯山駅開業に
向けての市の事
業推進のほか、
重点的に推進す
る事業等に触れ
「新幹線飯山駅を中心とした９市町村が連携して、魅力的な
高原リゾートを構築していくため、広域観光を推進します。
また、後継者不足等が深刻化する市内農業について、農業
と観光の連携策の構築や農業再生会議を中心に地域農業の
再生に取り組み、今年度を飯山市の農業再生に向けた元年
としたいと思います」とあいさつしました。
　総会では、平成 24年度予算および事業の説明が行われ
ほか、北陸新幹線の工事進捗状況および駅周辺整備などに
ついての説明が行われました。
　また協議事項として、市内５地区の区長会から地域の課
題などが発表され、足立市長は、それぞれの課題について、
市の対応や考え方などの答弁を行いました。
　総会の最後には、「北陸新幹線飯山駅の利便性確保・充実
に向けての決議」が全員一致で採択され、津久井区長会協
議会長から清水飯山駅長に手渡されました。

北陸新幹線飯山駅の利便性確保などを決議
 平成 24 年度 飯山市区長総会 開催

　　　　　4月 20日　飯山市民会館
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『SUZUKI X-adventure ﾄﾚｲﾙｼﾘｰｽﾞ SALOMON The 4100 D
マウンテントレイル in 野沢温泉』開催 !!

　7月 14日（土）～ 16日（月）に『SUZUKI X-adventure 
トレイルシリーズ SALOMON The 4100 D マウンテントレ
イル in 野沢温泉』が今年も開催されます。標高差 4100m、
総距離65km、制限時間20時間。このハードさがくせになる、
日本最大級のトレイルランニングレースです。種目は 65km
個人・65km駅伝（3名 1組）・体験コース（12km）。
　レース勝敗にこだわる本格派はもちろん、トレイルビギナー
や子供さんまでふるってのご参加をお待ちしております。
◆申込・問合せ　（有）エクストレモ　☎ 03-5610-0638
http://www.salomon-trail.com/nozawaonnsen/index.html

木島平米の更なるブランド化を目指して
「うんめぇ米づくりプロジェクト」発進！
　米づくりの体験をとおして木島平米のブランド化をＰRする「うんめぇ米づ
くり」プロジェクトが今年度も行われます。
　第１段の『豊作祈願まつり』は、早乙女による「お田植えの儀」や下高井戸
農林高校の「木曽馬による代かき」などの豊作祈願が行われます。そして５月
27日の『お田植え体験』では、現在あまり行われなくなった手植えの体験を
することができます。お気軽にご参加ください。
◇申し込み・お問い合わせ　木島平村観光協会　☎ 82-2800

「ぼくらは街の消防隊♪」
 ～幼年防火クラブ～

　４月１３日（金）、北信保育園・秋山保育園・お隣の上郷保
育園（新潟県津南町）の幼年防火クラブによるパレードが実
施されました。

　当日は春のあたたか
な陽射しの中、31 名
の園児は元気よく歌を
歌ったり、「火の用心」
を呼びかけながら森地
区の商店街を行進しま
した。昨年は地震の影
響により中止になりま
したが、2年ぶりのパ
レードに子ども達も地
域の皆さんも楽しい一
時となりました。
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「うんめぇ米づくりプロジェクト」発進！
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広域情報

月

年齢
0
か月

2
か月

4
か月

6
か月

8
か月

10
か月

60歳 70％ 71％ 72％ 73％ 74％ 75％
61歳 76％ 77％ 78％ 79％ 80％ 81％
62歳 82％ 83％ 84％ 85％ 86％ 87％
63歳 88％ 89％ 90％ 91％ 92％ 93％
64歳 94％ 95％ 96％ 97％ 98％ 99％
65歳 100％

繰上げ支給の支給率　（S16.4.2 以降出生者）
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　4月 21日・22日の 2日間、春の恒例イベント「菜の花
飯山サイクルロードレース」および「全日本学生ロードレー
スカップ シリーズ第 1戦」が多くの参加者を集め開催され
ました。
　例年 1 日目は、鷹
落山山頂までのヒル
クライム競技を行っ
ていましたが、多くの
残雪により使用でき
ないため、本年の競技
は 2日間ともに針湖池周回コースを使用して行われました。
　遅い春の訪れで、会場となった長峰周回コースの周辺に
も雪が残り、サクラもようやくほころび始めたばかりでし
たが、参加した皆さんは、春の飯山の爽やかな風のなか熱
戦を繰り広げました。

議会長から清水飯山駅長に手渡されました。

飯山の爽やかな風のなかの熱戦
 菜の花サイクルロードレース開催

4 月 21日・22日　長峰運動公園周辺

木 島
平 村


